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ニッポンを変えた英国人たち

三代目、歌川 広重による浮世絵。明治 15 年（1882 年）、新橋～日本橋間に開通した鉄道馬車を描いた図。

明治の肖像

前編



サバイバー 1019 MAR 2026  /  No 1436

そ
れ
が
で
き
て
こ
そ
初
め
て
一
流
の
近
代
国

家
と
言
え
る
。
欧
米
視
察
で
資
本
主
義
社
会

の
発
展
ぶ
り
を
目
に
し
た
為
政
者
た
ち
は
そ

れ
を
実
感
し
て
い
た
。
そ
こ
で
学
制
を
し
い

て
ま
ず
国
民
の
意
識
向
上
を
図
り
、
貨
幣
や

金
融
制
度
を
整
え
、「
殖
産
興
業
」
な
ど
の
テ

コ
入
れ
策
を
講
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
と
に
１
８
７
４
年
は
、
明
治
日
本
に

と
っ
て
重
要
な
年
で
あ
る
。
岩
倉
使
節
団
の

欧
米
視
察
か
ら
帰
っ
た
大
久
保
利
通
が
内
務

卿
に
就
任
し
、
殖
産
興
業
策
を
推
進
。
お
雇

い
外
国
人
の
雇
用
も
飛
躍
的
に
伸
び
た
。
日

本
の
ビ
ス
マ
ル
ク
を
目
指
し
た
大
久
保
は
、

鉄
道
や
郵
便
・
電
信
の
整
備
に
つ
と
め
、
官

営
工
場
を
次
々
と
建
設
し
て
ゆ
く
。
強
い
国
、

富
め
る
国
は
、
大
事
に
備
え
て
確
立
し
た
情

報
網
を
持
ち
、
国
庫
を
潤
す
輸
出
産
業
を
抱

え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
日

本
の
資
本
主
義
は
こ
う
し
て
育
成
さ
れ
て

い
っ
た
。

　

結
果
的
に
は
、
こ
の
た
っ
た
30
年
あ
ま
り

で
急
速
に
近
代
国
家
の
基
礎
固
め
が
で
き
た

こ
と
が
、
後
の
日
本
の
運
命
を
大
き
く
決
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
１
８
９
４
〜
97
年
に

か
け
て
、
治
外
法
権
の
撤
廃
な
ど
欧
米
諸
国

間
と
の
条
約
改
正
に
成
功
。
日
露
戦
争
（
１

９
０
４
〜
05
年
）
で
の
勝
利
を
導
き
、
日
本

は
一
躍
ア
ジ
ア
の
強
国
と
し
て
認
識
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
し
か
し
、
歴
史
学
的
に
は
「
富

国
強
兵
」
は
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
出

発
点
で
あ
っ
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

■
「
ザ
ン
ギ
リ
頭
を
た
た
い
て
み
～
れ
ば
、

文
明
開
化
の
音
が
す
る
～
」

時
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
、
１
５
０
年
ほ
ど
前
、

東
ア
ジ
ア
の
島
国
、
ニ
ッ
ポ
ン
で
は
こ
ん
な

歌
が
流
行
っ
て
い
た
。

人
々
は
チ
ョ
ン
マ
ゲ
を
切
り
落
と
し
、
洋
服

を
着
て
、
牛
肉
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
西
洋
文

明
の
摂
取
に
い
そ
が
し
い
。
あ
の
頃
、
誰
が

世
界
有
数
の
工
業
国
家
に
成
長
し
た
今
の
日

本
を
想
像
し
た
だ
ろ
う
か
。

今
号
よ
り
３
回
に
わ
た
っ
て
、
明
治
時
代
、

日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
、
ひ
と

呼
ん
で
「
お
雇
い
外
国
人
」
の
う
ち
、
英
国

人
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
素
顔
と
業
績
に

迫
っ
て
み
た
い
。

新
し
い
国
造
り
に
お
助
け
マ
ン
参
上

　

日
本
人
は
外
国
文
化
へ
の
順
応
度
が
極
め

て
高
い
民
族
だ
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
の
端
に
位
置
し
な
が
ら
、
た
え
ず

積
極
的
に
外
国
の
先
進
文
化
を
取
り
入
れ
、

そ
れ
を
自
国
の
文
化
と
融
合
さ
せ
て
独
自
の

文
化
を
築
い
て
き
た
。

　

そ
の
歴
史
を
通
し
、
直
接
我
が
国
の
発
展

に
影
響
を

及
ぼ
し
た

外
国
人
も

多
い
。
奈

良
時
代
に

日
本
に
仏

像
や
経
典

を
も
た
ら

し
た
中
国

の
僧
鑑
真
、

戦
国
時
代
に
、
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し
た
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
、
江
戸
時
代
の
医

学
者
シ
ー
ボ
ル
ト
な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
。

　

近
代
の
幕
開
け
と
な
っ
た
幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
は
、
特
に
彼
ら
の
活
躍
が
め
ざ
ま

し
い
時
期
だ
。
そ
の
頃
、
来
日
し
た
外
国
人

の
中
に
、
外
交
官
、
貿
易
商
人
、
宣
教
師
ら

と
共
に
「
お
雇
い
外
国
人
」
が
い
る
。
お
雇

い
外
国
人
と
は
、
幕
末
以
来
、
日
本
が
欧
米

の
近
代
化
を
急
速
に
移
入
す
る
た
め
の
方
策

と
し
て
、
政
府
・
民
間
を
問
わ
ず
、
日
本
が

招
聘
し
雇
っ
た
外
国
人
工
キ
ス
パ
ー
ト
の
こ

と
で
あ
る
。

　

は
っ
き
り
と
し
た
人
数
は
い
ま
だ
研
究
途

上
で
把
握
で
き
て
は
い
な
い
が
、
明
治
年
間

に
官
傭
だ
け
で
少
な
く
と
も
３
０
０
０
人
が

来
日
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
11
頁
表
１
参

照
） 

。
欧
米
の

先
進
諸
国
か
ら

が
主
だ
が
、
ア

ジ
ア
諸
国
か
ら

も
少
数
が
招
聘

さ
れ
た
。
も
の

の
本
に
よ
る
と
、

「
お
雇
い
外
国

人
」
と
い
う
言

葉
は
当
時
の
流

行
語
で
も
あ
っ
た
そ
う
だ
か
ら
、
彼

ら
の
姿
は
当
時
、
新
都
、
東
京
を
は

じ
め
日
本
の
主
要
都
市
の
風
物
で
も

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

お
雇
い
外
国
人
の
役
割
は
ズ
バ

リ
、
新
国
家
建
設
の
助
っ
人
以
外
の

何
も
の
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の

新
国
家
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
。
次
に
、
彼
ら
が
必
要
と
さ
れ
た
背
景

を
簡
単
に
お
さ
ら
い
し
て
み
る
と
し
よ
う
。

明
治
日
本
の
選
ん
だ
道
「
富
国
強
兵
」

　

懐
か
し
の
日
本
史
の
教
科
書
を
ひ
も
と
け

ば
、「
富
国
強
兵
」
と
い
う
言
葉
が
目
に
飛

び
込
ん
で
く
る
。
明
治
日
本
が
近
代
化
の
第

一
目
標
と
し
て
打
ち
出
し
た
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
明
治
維
新

（
１
８
６
８
年
）
の
後
に
国
の

舵
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
為
政

者
た
ち
が
、
欧
米
諸
国
と
肩
を

並
べ
ら
れ
る
近
代
国
家
を
造
ろ

う
と
生
み
出
し
た
不
退
転
の
策

だ
。

　
「
強
兵
」
つ
ま
り
軍
備
増
強

は
、
ペ
リ
ー
の
黒
船
な
ど
の
来

航
に
よ
り
諸
外
国
か
ら
の
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
た
日
本
に
と
っ

て
は
国
の
生
死
に
か
か
わ
る

急
務
。
こ
れ
を
成
功
さ
せ
な

い
と
、
早
い
話
が
お
隣
り
の
清

（
中
国
）
の
よ
う
に
半
植
民
地

化
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

一
方
の
「
富
国
」。
近
代
的

軍
隊
を
創
設
す
る
一
方
、
政
府

は
産
業
の
振
興
を
図
り
、
国
民

一
人
一
人
の
力
を
結
実
さ
せ
て

の
国
力
増
進
を
課
題
と
し
た
。

冷徹な理性と現実的な見通しをそなえた
明治の政治家、大久保利通 ( おおくぼ・
としみち、1830 ～ 78)。欧米視察中のド
イツでビスマルクに会い、その強固な指
導力に強い憧れを抱いたという。

1858 年（安政 5 年）に江戸幕府がアメリカ、オランダ、ロシア、英国、フランスの５ヵ国と
結んだ安政の五ヵ国条約に基づき、横浜、長崎、神戸、大阪、東京に外国人居留地が設けら
れた。写真は神戸外国人居留地のもの。

1871 年（明治 4 年）12 月にサンフランシスコに到着した直後の岩倉使節団のメンバー（左か
ら木戸孝允、山口尚芳、岩倉具視、伊藤博文、大久保利通）。

船旅
▶ついこの間まで外国へ行くといえば船だった。明治初
期、欧米視察に出向いた岩倉使節団も横浜～サンフラン
シスコ間を約 25 日、その後大陸を横断し、ボストンから
リバプールまでを 11 日かけて周航している。▶英国から
やって来たお雇いたちもこれとほぼ同じルートを逆方向か
らとったようだ。契約書には、リバプールを発って、ボス
トンの代わりに新克約（ニューヨーク）経由で横浜へ入る
とある。そう考えると、都合約 1 ヵ月半ほどかけての来日
だったのだろうか。▶むろん、その旅費 650 円ほどは全額
支給されている。なぜインド洋を渡らなかったのかという
疑問は残るが、スエズ運河は 1869 年に開通したばかり。
航路網はアメリカ経由の方が充実していたようだ。

　お雇いこぼれ話　その１
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     表 1    官・私 傭 お 雇 い 外 国 人 年 代 別 延 べ 総 人 数（ 職業別）　（単位：人）
　

さ
て
、
本
題
に
戻
り
お
雇
い
外
国
人
。
一

口
に
近
代
化
と
い
っ
て
も
分
野
は
広
い
。「
モ

チ
は
モ
チ
屋
」
の
言
葉
ど
お
り
、
明
治
政
府

は
各
先
進
諸
国
の
得
手
な
部
分
を
よ
く
理
解

し
た
上
で
、
各
国
か
ら
生
え
抜
き
の
お
雇
い

た
ち
を
集
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
開
拓
の

分
野
は
ア
メ
リ
カ
、
港
湾
都
市
づ
く
り
に
大

切
な
土
木
は
オ
ラ
ン
ダ
、
美
術
は
イ
タ
リ
ア

と
い
っ
た
ふ
う
だ
。
英
国
は
ご
承
知
の
と
お

り
、
産
業
革
命
を
世
界
に
先
駆
け
成
し
遂
げ

た
国
。
19
世
紀
末
に
は
世
界
一
の
工
業
立

国
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
反
映
し
て
、
建
築
や

自
然
科
学
と
い
っ
た
工
業
分
野
の
熟
練
者
た

ち
が
多
数
呼
ば
れ
て
い
る
。
彼
ら
一
人
一
人

（
英
国
出
身
者
の
み
に
し
ぼ
る
）

の
活
躍
に
つ
い
て
は
次
号
と
次
々

号
を
じ
っ
く
り
お
読
み
い
た
だ
く

と
し
て
、
こ
こ
で
は
全
般
的
な
お

雇
い
外
国
人
の
実
情
を
ご
紹
介
し

て
お
こ
う
。

　

ま
ず
年
齢
だ
が
、
概
し
て
若

い
。
１
８
７
４
年
の
「
文
部
省

雇
外
国
人
明
細
表
」（
内
閣
総
理

府
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
26
〜
30

歳
、
31
〜
35
歳
に
各
国
人
と
も

集
中
し
、
結
局
30
歳
前
後
が
最

も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

統
計
に
お
い
て
、
最
年
長
は
、
開

成
学
校
の
法
学
担
当
教
師
、
ア

メ
リ
カ
人
マ
ッ
カ
シ
ー
（D B 

M
cCarthy

）
の
53
歳
、
最
年
少
は

英
国
人
で
英
語
学
女
工
を
務
め
た

マ
イ
エ
ル（Annie M

eyer

）の
18
歳
と
あ
る
。

　

次
に
来
日
の
動
機
だ
が
、
こ
れ
は
宣
教
師

と
し
て
伝
道
的
使
命
を
お
び
て
来
た
人
以
外

は
、
ま
さ
に
十
人
十
色
。
本
国
で
日
本
人
留

学
生
と
の
出
会
い
を
通
し
後
進
国
の
発
展
に

寄
与
す
る
と
い
う
使
命
感
に
燃
え
た
人
も
い

れ
ば
、
故
国
で
幸
福
な
生
活
を
送
れ
ず
、
生

活
の
新
天
地
を
日
本
に
求
め
た
人
も
い
る
。

　

英
国
人
に
関
し
て
い
え
ば
、
幕
末
に
武
器

商
人
と
し
て
倒
幕
派
を
支
援
し
た
ト
ー
マ

ス
・
グ
ラ
バ
ー
（Thom
as Glover

）
の
影

響
も
大
き
い
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
彼

の
人
脈
を
通
し
て
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
な
ど

か
ら
た
く
さ
ん
の
優
れ
た
人
材
が
送
り
こ
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

は
造
船
や
鉄
鋼
業
が
発
達
し
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
商
業
の
繁

栄
に
貢
献
し
て
い
た
ほ
ど
な

の
で
、
一
流
の
技
術
者
た
ち

が
集
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

何
は
と
も
あ
れ
、
日
本
に

は
攘
夷
運
動
な
る
も
の
が
あ

り
、
そ
の
頃
外
国
人
の
斬
り

捨
て
事
件
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
は
外
国
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
招
聘
に

応
じ
る
の
は
か
な
り
の
決
意
を
要
す
る
こ
と

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
保
険
会

社
は
、
当
初
、
日
本
で
の
生
活
を
す
る
者
と

は
契
約
を
結
ん
で
く
れ
な
か
っ
た
と
記
録
に

あ
る
。

　

と
は
い
え
、
彼
ら
の
多
く
は
正
式
な
雇
用

契
約
を
雇
用
主
と
の
間
に
結
ん
だ
エ
リ
ー
ト

駐
在
員
で
あ
る
。
日
本
政
府
は
外
国
人
を
雇

う
に
あ
た
り
、
そ
の
規
定
を
定
め
た
「
外
国

人
雇
入
方
心
得
」
を
発
布
し
、
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
て
い
る
。

　

官
傭
の
大
学
教
師
ク
ラ
ス
な
ど
は
、
住
ま

い
は
元
大
名
屋
敷
な
ど
が
あ
て
が
わ
れ
、
外

出
の
折
に
は
護
衛
が
つ
き
、
と
か
な
り
の
Ｖ

Ｉ
Ｐ
待
遇
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、
基

本
的
に
は
居
留
地
を
定
め
ら
れ
、
商
用
、
休

暇
な
ど
で
そ
の
遊
歩
区
域
外
に
出
る
時
に
は

通
行
免
状
の
所
持
を
強
要
さ
れ
た
。
も
っ
と

も
こ
れ
も
彼
ら
の
身
の
安
全
、
ひ
い
て
は
外

交
問
題
を
考
え
て
の
こ
と
で
、
条
約
改
正
が

済
ん
だ
時
点
で
規
制
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
気

に
な
る
給
料
。

官
傭
外
国
人
の

月
給
は
、
お
雇

い
が
行
わ
れ
た

約
30
年
間
を
通

し
て
、
１
０
０

円
以
上
２
０
０

円
未
満
の
者
が

最
も
多
い
。
つ
い
で
、
２
０
０
円
以
上
３
０

０
円
未
満
、
１
０
０
円
未
満
と
続
く
。
こ
れ

に
対
し
て
、
私
傭
は
１
０
０
円
未
満
が
圧
倒

的
に
多
く
、
官
傭
の
方
が
全
体
的
に
高
給
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
当
時

の
日
本
人
教
員
の
月
給
の
多
く
は
10
円
以
下
、

工
場
職
工
に
い
た
っ
て
は
５
円
１
銭
。
米
１

注）（　）は年代に該当する統計上の実際期間	 資料：お雇い外国人／概説（鹿島研究所出版会）

升
は
８
銭
８
厘
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
比
較
す

る
と
い
か
に
彼
ら
が
高
給
で
優
遇
さ
れ
た
貴

重
な
存
在
だ
っ
た
か
が
知
れ
よ
う
。

　

日
本
人
の
大
臣
ク
ラ
ス
と
著
名
な
官
傭
外

国
人
を
比
較
す
る
と
、
右
大
臣
の
岩
倉
具
視

が
月
給
６
０
０
円
。
対
し
て
造
幣
局
首
長
の

英
国
人
キ
ン
ド
ル
（Thom

as Kinder

）
が

１
０
４
５
円
と
２
倍
弱
も
多
い
。
彼
は
お
雇

い
た
ち
の
中
で
も
一
番
の
高
給
取
り
で
あ
っ

た
。
他
の
有
名
ど
こ
ろ
で
は
、
東
大
教
師
で

大
森
貝
塚
を
発
見
し
た
ア
メ
リ
カ
人
モ
ー
ス

（Edw
ard M

orse

）
が
月
給
３
５
０
円
。
彼

は
一
時
帰
米
し
た
際
、
美
術
研
究
者
の
フ
ェ

ノ
ロ
サ
（Ernest Fenollosa

）
に
「
給
料

の
半
分
を
貯
め
る
こ
と
は
容
易
で
、
な
お
か

つ
立
派
な
暮
ら
し
が
で
き
、
ひ
と
た
び
ア
メ

リ
カ
に
帰
れ
ば
各
地
で
講
演
も
で
き
よ
う
」

と
説
い
て
来
日
を
勧
め
て
い
る
。

　

そ
ん
な
彼
ら
の
仕
事
ぶ
り
は
お
お
む
ね
誠

実
、
献
身
的
で
日
本
人
の
尊
敬
を
勝
ち
得
る

に
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
部
の
例
外
を

除
き
、
仕
事
や
講
義
は
す
べ
て
母
国
語
で
行

わ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
通
訳
が
つ
け
ら
れ
た
。

特
に
、
電
信
学
を
工
部
大
学
校
で
教
え
た
英

国
人
工
ア
ト
ン
（W

illiam
 Ayrton

）
な
ど

は
帰
国
当
日
、
新
橋
駅
を
汽
車
で
出
発
す
る

直
前
ま
で
学
生
を
指
導
し
液
体
摩
擦
の
実
験

を
行
っ
た
な
ど
の
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
お
雇
い
外
国
人
の
役
割
は
日
本
人

に
先
進
技
術
を
教
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
外

国
へ
の
日
本
文
化
の
紹
介
者
で
も
あ
っ
た
。

帰
国
後
、
数
々
の
著
書
を
著
し
た
者
も
多
い
。

中
に
は
本
来
の
職
務
を
離
れ
た
分
野
で
業
績

を
残
し
た
者
も
い
る
。
次
号
か
ら
の
人
物
紹

介
に
は
、
紙
面
の
許
す
限
り
、
彼
ら
の
日
本

の
印
象
や
職
務
外
で
の
活
躍
な
ど
も
盛
り
こ

ん
で
み
る
。
い
ろ
い
ろ
な
面
で
参
考
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

                                    《
中
・
後
編
に
続
く
》

「グラバー邸」でおなじみのトー
マス・グラバー。明治維新に深く
かかわったと見られている。

執筆者
和光大学 現代人間学部 人間科学
科教授（研究分野は社会教育学・
環境史・日欧文化交流史）／地域
史研究家
岩本陽児氏
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お雇い外国人全 17 巻
（鹿島研究所出版会）

Okubo Toshimichi
-The Bismarck of Japan
(University of California
 Press)

学術教師 技術 事務 職工 雑 統計

官傭 私傭 官傭 私傭 官傭 私傭 官傭 私傭 官傭 私傭 官傭 私傭

1870 年代 
（明治 5 ～12 年） 947 353 1,294 916 453 140 199 109 466 924 3,359 2,442

1880 年代
（明治13～22年） 692 1,006 513 2,100 481 416 36 60 75 1,073 1,797 4,656

1890 年代
（明治23～31年） 626 2,940 140 1,930 253 313 ー ー 18 259 1,037 5,442

区分

年代

結婚
▶本文で触れたとおり、お雇い外国人の多くは 20 代～
30 代。ゆえに、独身者で日本人女性を妻にした人もいる。
NHK の連続ドラマ「ばけばけ」のモデルとなった、ラフ
カディオ・ハーン（次々号にて掲載）夫妻など、幸せな結
婚生活を送ったケースも見られた。▶一方、既婚者は、妻
や子供を連れて来日し豪華な一軒家をあてがわれたりして
いる。▶気になるのは独身者（または既婚）でガールフレ
ンドを持った人たちの身の処し方。借家に近親者や使用人
以外を住まわせることは禁じられていたので、彼女たちを
妾として外に囲ったらしい。▶東京府が出した「外国人雇
入方心得規則」(1871) には「妾を抱える者は、事前に雇い
主より許可を得ること」などとある。規則にする必要があ
るほど、こうしたケースは多かったということだろう。

　お雇いこぼれ話　その２

お
雇
い
外
国
人
は
超
エ
リ
ー
ト
駐
在
員
!?




